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要約：主体的な学びが注目される近年，薬剤師教育においても学生の主体性育成は必須である。こうし

た背景から，徳島大学薬学部では 2015 年度以降の薬局実務実習において，学生自身が課題を発見・解決

した記録を実習レポートのひとつとして導入している。そこで本研究では，学生の主体的な学習姿勢に

対する本取り組みの影響を評価するため，導入前（2013 年度）と導入後（2015 ~ 2018 年度）の学習姿勢

に関する自己評価アンケートを分析した。本取り組み導入後，「自主性・積極性」，「考察力」，「観察力・

体得努力」に高い成長を感じた学生が増加しており，本取り組みは，学生の主体的な学習姿勢の醸成に

寄与することが示唆された。 
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"Thinking ability", and "Observation ability/Learning effort" increased. This study suggests that the new education 
system made the students’ attitude toward practical training more active and developed their ability to think
independently and proactively. 
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1.目的

近年，主体的な学びが注目され，生涯学び続け

る姿勢と“ 答えのない問題 ”に最善解を導くこ

とができる能力を育成することは，大学教育にお

ける大きな目標となっている 1) 2)。薬学教育にお

いても，主体性育成は必須であり，2015 年度入学

生より適用されている「薬学教育モデル・コアカ

リキュラム平成 25 年度改訂版」（以後，改訂コア

カリ）3) では，「自ら課題を見出し，解決に向けて

努力する」事など，主体的な学びに関わる事項が

「学習の在り方」として示されている。更に，医

療技術の高度化に伴い，大学には質の高い薬剤師

養成が求められており，「薬剤師として求められる

基本的な資質」（以下，「基本的な資質」）3) のひと

つとして，「研究能力」が挙げられている。 

このような背景から，徳島大学薬学部では，研

究能力を有した薬剤師養成を目的に，学生の主体

的な学習を促す取り組みを行ってきた 4)。特に，5

年次に各 11 週間の実施が義務化されている病院・

薬局実務実習においては，主体的な学習姿勢の醸

成を目指した実習体制の構築を試み，以前から実

施している報告形式のレポート（以下「週報」）に

加え，学生自身が課題を発見・解決した記録（以

下「今週の Pick up!」）をレポートとする取り組み
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近年，主体的な学びが注目され，生涯学び続け

る姿勢と“ 答えのない問題 ”に最善解を導くこ

とができる能力を育成することは，大学教育にお

ける大きな目標となっている 1) 2)。薬学教育にお

いても，主体性育成は必須であり，2015 年度入学
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リキュラム平成 25 年度改訂版」（以後，改訂コア

カリ）3) では，「自ら課題を見出し，解決に向けて

努力する」事など，主体的な学びに関わる事項が

「学習の在り方」として示されている。更に，医

療技術の高度化に伴い，大学には質の高い薬剤師

養成が求められており，「薬剤師として求められる

基本的な資質」（以下，「基本的な資質」）3) のひと

つとして，「研究能力」が挙げられている。 

このような背景から，徳島大学薬学部では，研

究能力を有した薬剤師養成を目的に，学生の主体

的な学習を促す取り組みを行ってきた 4)。特に，5

年次に各 11 週間の実施が義務化されている病院・

薬局実務実習においては，主体的な学習姿勢の醸

成を目指した実習体制の構築を試み，以前から実

施している報告形式のレポート（以下「週報」）に

加え，学生自身が課題を発見・解決した記録（以

下「今週の Pick up!」）をレポートとする取り組み

を導入した 5)。本取り組みは，2014 年度に試験的

に開始し，2015 年度に一部変更後，正式に運用を

継続している。今回，学生の学習姿勢に対する本

取り組みの影響について評価したので報告する。 

2.方法

2.1 「週報」と「今週の Pick up!」の概要 

「週報」と「今週の Pick up!」の書式を図 1 に示

す。 

「週報」は，2010 年度の病院・薬局実務実習開

始時より導入している報告形式のレポートで，大

学への提出頻度は週 1 回である。末尾の「指導薬

剤師からのコメント」により，実習生は指導薬剤

師からフィードバックが受けられる。「今週の Pick 

up!」は，実習生自身が特に疑問に感じたことを課

題とし，解決にむけて学習した結果を記録する課

題発見型レポートで，2014 年度に試験的に導入し

た。2015 年度に，「週報」同様，実習生が指導薬剤

師からのフィードバックを繰り返し受けられるよ

うに 6)「指導薬剤師記入欄」等を追加し，以後，

図 1 の形式で正式に運用を継続している。「結果」，

「考察とまとめ」欄は自由に拡大でき，別紙添付

も可能である。大学への提出頻度は週 1 報以上と

して上限は設けなかった。 

2.2 対象者と対象時期 

データ解析の対象者は，「今週の Pick up!」導入

前の 2013 年度と，正式導入後の 2015 ~ 2018 年度

における徳島大学薬学部在籍の第Ⅰ期薬局実務実

習受講生である（2013 年度 26 名，2015 年度 27

名，2016 年度 31 名，2017 年度 30 名，2018 年度

31 名）。第Ⅱ期薬局実務実習受講生は，第Ⅰ期に

病院実務実習を受けており，その影響が交絡因子

となるため対象外とした。なお，本研究では，「今

週の Pick up!」導入による学習姿勢の醸成への影

響についてその再現性を確認するため，正式導入

後から 2018 年度までの全ての年度を対象とした。

2019 年度以降の受講生は，入学時から改訂コアカ

リ適用後の教育を受けているため，カリキュラム

の違いによる影響を考慮し対象外とした。 

図 1 「週報」および「今週の Pick up!」書式 
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2.3 薬局実務実習終了後アンケート調査 

研究対象としたアンケート項目（図 2-1，2-2）

は，実習終了時の振り返りのために行っているア

ンケートの一部である。「学習姿勢に関するアンケ

ート」（図 2-1）は，全対象年度で実施し，「「週報」

および「今週の Pick up!」の有用性に関するアンケ

ート」（図 2-2）は，「今週の Pick up!」導入後に実

施した。 

アンケートは第Ⅰ期薬局実務実習終了時にメー

ル添付にて配付し，回答後に返信してもらうこと

で回収した。 

図 2-1 学習姿勢に関するアンケート 

図 2-2 「週報」および「今週の Pick up!」の有用性に関するアンケート

薬局実習における自分について以下の項目に関し、実習初期および実習終了後はどうでしたか？
当てはまる評価を1つ選択してください。

1. できなかった 2. あまりできなかった 3. できた（合格最低レベル） 4. よくできた 5. 大変よくできた

・自主性・積極性
（指示を待つのではなく、自主的・積極的に実習に取り組むことができる）

・考察力
（教えられるのを待つのではなく、自分で十分に考察できる）

・観察力・体得努力
（よく観察し、自ら体得する努力をする）

「週報」が役立ったのはどんな所ですか？
該当する項目を全て選択し、各項目左の□にチェック
を入れてください。

□ 1週間の学習内容を整理確認するのに役立った
（学習内容の整理）

□ 自分の理解度を確認するのに役立った
（理解度の確認）

□ 理解度の向上に役立った
（理解度の向上）

□ 目標を立てることで能動的に実習に取り組むのに
役立った
（能動的な実習姿勢維持）

□ 継続的な自己研鑽意識を身に付けるのに役立った
（自己研鑽意識の形成）

□ レポート等文書作成能力の向上に役立った
（レポート作成能力の向上）

□ 情報の信頼性に注意して情報検索するスキル向上
に役立った
（情報検索能力の向上）

□ その他

「今週のPick up!」が役立ったのはどんな所ですか？

該当する項目を全て選択し、各項目左の□にチェック
を入れてください。

□ 1週間の学習内容を整理確認するのに役立った
（学習内容の整理）

□ 自分の理解度を確認するのに役立った
（理解度の確認）

□ 理解度の向上に役立った
（理解度の向上）

□ 自分で課題を見つけることで能動的に実習に取り
組むのに役立った
（能動的な実習姿勢維持）

□ 継続的な自己研鑽意識を身に付けるのに役立った
（自己研鑽意識の形成）

□ レポート等文書作成能力の向上に役立った
（レポート作成能力の向上）

□ 情報の信頼性に注意して情報検索するスキル向上
に役立った
（情報検索能力の向上）

□ その他

− 64 −



2.3 薬局実務実習終了後アンケート調査 

研究対象としたアンケート項目（図 2-1，2-2）

は，実習終了時の振り返りのために行っているア

ンケートの一部である。「学習姿勢に関するアンケ

ート」（図 2-1）は，全対象年度で実施し，「「週報」

および「今週の Pick up!」の有用性に関するアンケ

ート」（図 2-2）は，「今週の Pick up!」導入後に実

施した。 

アンケートは第Ⅰ期薬局実務実習終了時にメー

ル添付にて配付し，回答後に返信してもらうこと

で回収した。 

図 2-1 学習姿勢に関するアンケート 

図 2-2 「週報」および「今週の Pick up!」の有用性に関するアンケート

薬局実習における自分について以下の項目に関し、実習初期および実習終了後はどうでしたか？
当てはまる評価を1つ選択してください。

1. できなかった 2. あまりできなかった 3. できた（合格最低レベル） 4. よくできた 5. 大変よくできた

・自主性・積極性
（指示を待つのではなく、自主的・積極的に実習に取り組むことができる）

・考察力
（教えられるのを待つのではなく、自分で十分に考察できる）

・観察力・体得努力
（よく観察し、自ら体得する努力をする）

「週報」が役立ったのはどんな所ですか？
該当する項目を全て選択し、各項目左の□にチェック
を入れてください。

□ 1週間の学習内容を整理確認するのに役立った
（学習内容の整理）

□ 自分の理解度を確認するのに役立った
（理解度の確認）

□ 理解度の向上に役立った
（理解度の向上）

□ 目標を立てることで能動的に実習に取り組むのに
役立った
（能動的な実習姿勢維持）

□ 継続的な自己研鑽意識を身に付けるのに役立った
（自己研鑽意識の形成）

□ レポート等文書作成能力の向上に役立った
（レポート作成能力の向上）

□ 情報の信頼性に注意して情報検索するスキル向上
に役立った
（情報検索能力の向上）

□ その他

「今週のPick up!」が役立ったのはどんな所ですか？

該当する項目を全て選択し、各項目左の□にチェック
を入れてください。

□ 1週間の学習内容を整理確認するのに役立った
（学習内容の整理）

□ 自分の理解度を確認するのに役立った
（理解度の確認）

□ 理解度の向上に役立った
（理解度の向上）

□ 自分で課題を見つけることで能動的に実習に取り
組むのに役立った
（能動的な実習姿勢維持）

□ 継続的な自己研鑽意識を身に付けるのに役立った
（自己研鑽意識の形成）

□ レポート等文書作成能力の向上に役立った
（レポート作成能力の向上）

□ 情報の信頼性に注意して情報検索するスキル向上
に役立った
（情報検索能力の向上）

□ その他

2.4 データ集計と統計解析 

回収したアンケートは，匿名化後に集計した。 

「学習姿勢に関するアンケート」（図 2-1）の回

答から，実習終了後に対する自己評価（5 段階評

価，以下「実習終了後自己評価」）を，「今週の Pick 

up!」導入前（2013 年度）と導入後（2015 ~ 2018 年

度）の各年度で比較した。更に，既報の文献 7)～10)

を参考に，各自の実習終了後自己評価が，その時

点で実習初期を振り返った自己評価（以下「実習

初期自己評価」）から何段階変化しているか（実習

終了後自己評価－実習初期自己評価）を「学生の

成長感」と定義し，「今週の Pick up!」導入前後で

比較した。 

一般的に，振り返りの自己評価では想起バイア

スが問題となるが，一方で，実習初期と実習終了

時の各時点で自己評価を行った場合，実習初期で

の自己評価には，「その時はできていたと思ってい

たが，今考えるとできていなかった」といった理

解の「ずれ」が存在する 10)。また，学生自身が予

想以上に成長を感じた場合，実習終了後自己評価

がスケールの上限により頭打ちとなる可能性もあ

る。これら二つの問題を回避するため，本研究で

は，実習終了時に実習初期と実習終了後の 2 時点

を同時に自己評価した結果から「学生の成長感」

を算出し，評価することとした。なお，実習初期

とは実習第 1 ~ 2 週目を示すことを口頭と書面で

対象者に説明した。 

「「週報」および「今週の Pick up!」の有用性に

関するアンケート」（図 2-2）については，「週報」

および「今週の Pick up!」を役立ったと選択した学

生の割合を項目別に比較した。検定は同一の学生

から得られた回答の比較であることから，対応の

ある 2×2 分割表を作成し，対応のある 2 群間の比

率を比較するマクニマー法を用い，危険率 5%を

有意水準とした。統計解析には，エクセルアドイ

ンソフト Statcel4（オーエムエス出版）を使用した。 

2.5 倫理的配慮 

本研究は，徳島大学病院生命科学・医学系研究

倫理審査委員会の承認（申請番号 3109）を受けて

実施した。

3.結果と考察

3.1 各レポートの提出状況とアンケートの回収

率 

「週報」は，全年度とも全員が 11 週間にわたり，

週 1 回の提出があった。「今週の Pick up!」につい

ても，全年度において全員，11 週間にわたり週 1

回以上提出があり，一人当たりの平均提出数は，

11.0 ~ 11.3 報であった。

アンケートの回収率は，いずれの年度も 100%

であった。 

3.2 学習姿勢に関するアンケート結果と考察 

「学習姿勢に関するアンケート」における「実

習終了後自己評価」の分布を図 3 に示す。「今週の

Pick up!」導入前（2013 年度）と導入後（2015 ~ 2018

年度）の各年度を比較したところ，自己評価が 5

の学生の割合は，「自主性・積極性」，「考察力」，

「観察力・体得努力」ともに「今週の Pick up!」導

入後の全ての年度で増加傾向であった。自己評価

が 4 の学生を加えた場合も，導入後の全ての年度

で増加傾向が見られ，学生の自己評価は「今週の

Pick up!」導入後に上昇傾向にあることがうかがえ
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表 1 「週報」および「今週の Pick up!」の有用性に関するアンケート結果 

が認められ，「週報」が実習の振り返りに関して評

価されていることが示唆された。一方，「理解度の

向上」，「能動的な実習姿勢維持」に対して役立っ

たと選択した学生は，「週報」では 44.4 ~ 61.3%，

20.0 ~ 25.9%であったのに対し，「今週の Pick up!」

では 66.7 ~ 80.6%，66.7 ~ 77.4%で，「今週の Pick 

up!」に対する評価が高い傾向が見られた。特に「能

動的な実習姿勢維持」においては，全ての年度で

項目（複数回答可） 週報 今週のPick up! p値

学習内容の整理

2015年度( n=27 ) 24( 88.9% ) 8( 29.6% ) <0.01**

2016年度( n=31 ) 26( 83.9% ) 12( 38.7% ) <0.01**

2017年度( n=30 ) 22( 73.3% ) 12( 40.0% ) <0.05*

2018年度( n=31 ) 28( 90.3% ) 5( 16.1% ) <0.01**

理解度の確認

2015年度( n=27 ) 16( 59.3% ) 12( 44.4% ) 0.34

2016年度( n=31 ) 24( 77.4% ) 15( 48.4% ) <0.05*

2017年度( n=30 ) 18( 60.0% ) 13( 43.3% ) 0.18

2018年度( n=31 ) 26( 83.9% ) 16( 51.6% ) <0.01**

理解度の向上

2015年度( n=27 ) 12( 44.4% ) 20( 74.1% ) 0.08

2016年度( n=31 ) 19( 61.3% ) 24( 77.4% ) 0.23

2017年度( n=30 ) 15( 50.0% ) 20( 66.7% ) 0.23

2018年度( n=31 ) 16( 51.6% ) 25( 80.6% ) <0.05*

能動的な実習姿勢維持

2015年度( n=27 ) 7( 25.9% ) 19( 70.4% ) <0.01**

2016年度( n=31 ) 8( 25.8% ) 24( 77.4% ) <0.01**

2017年度( n=30 ) 6( 20.0% ) 20( 66.7% ) <0.01**

2018年度( n=31 ) 7( 22.6% ) 23( 74.2% ) <0.01**

自己研鑽意識の形成

2015年度( n=27 ) 14( 51.9% ) 15( 55.6% ) 1

2016年度( n=31 ) 17( 54.8% ) 13( 41.9% ) 0.34

2017年度( n=30 ) 12( 40.0% ) 15( 50.0% ) 0.58

2018年度( n=31 ) 13( 41.9% ) 12( 38.7% ) 1

レポート作成能力の向上

2015年度( n=27 ) 9( 33.3% ) 4( 14.8% ) 0.07

2016年度( n=31 ) 9( 29.0% ) 10( 32.3% ) 1

2017年度( n=30 ) 7( 23.3% ) 6( 20.0% ) 1

2018年度( n=31 ) 5( 16.1% ) 5( 16.1% ) 0.48

情報検索能力の向上

2015年度( n=27 ) 6( 22.2% ) 15( 55.6% ) <0.01**

2016年度( n=31 ) 11( 35.5% ) 19( 61.3% ) <0.05*

2017年度( n=30 ) 5( 16.7% ) 14( 46.7% ) <0.01**

2018年度( n=31 ) 5( 16.1% ) 13( 41.9% ) <0.05*
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有意差が認められ，「今週の Pick up!」が発展的な

学習に関して評価されていることが示唆された。

これらの項目は，「今週の Pick up!」導入後 4 年間

全てにおいて同傾向にあったことから，各レポー

トは，それぞれ違った側面から実習生にアプロー

チできていたと考える。また，今回データ解析の

対象とはしなかったが，「今週の Pick up!」に関す

るアンケートの自由記載部には，「テーマを探そう

と色々なことに対してアンテナを張るようになり，

その結果，観察力や考察力が身についたと思う。」，

「実習時間中，常に課題探しをしながら意欲的に

取り組むことができたため，とても良かった。」等

の記載がみられた。 

「レポート作成能力の向上」に対して役立った

と選択した学生は，両レポートとも少数であった。

「情報検索能力の向上」に対して役立ったと選択

した学生は，「今週の Pick up!」で多かった。

学生の学習姿勢に関わる項目である「自己研鑽

意識の形成」に対して役立ったと選択した学生は，

「週報」では 40.0 ~ 54.8%，「今週の Pick up!」で

は 38.7 ~ 55.6%で，違いは認められなかった。約半

数からの評価は得ているものの，実務実習におけ

る「自己研鑽意識の形成」は，レポートによるア

プローチを変えることで培われるものではないこ

とが示唆された。学生の自己研鑽意識を高めるた

めには，指導薬剤師と大学が連携して実習内容の

更なる充実を図っていくことが重要だと考える。 

4.おわりに

2019 年 3 月に発表された「平成 25 年度改訂薬

学教育モデル・コアカリキュラムの実施状況に関

する調査・研究」報告書 11) では，各領域の講義・

実習等が「基本的な資質」の醸成に役立つ程度が

報告されている。このなかで，領域 F 薬学臨床（準

備教育まで）については，「基礎的な科学力」，「研

究能力」に関して「非常に役立つ」とする回答が

著しく低い結果となっており，研究能力を有した

薬剤師養成には，臨床教育と「基礎的な科学力」，

「研究能力」を結びつけた教育を強化する必要が

あると考えられる。病院・薬局実務実習において，

主体的な学習姿勢の醸成を図ることは，基礎的な

科学力を臨床で応用し，研究に結び付ける思考力

の育成に大きく寄与すると考える。今後も「今週

の Pick up!」を一助とし，主体的に考え，問題を発

見・解決していく能力を有した高度な薬剤師養成

を目指して指導薬剤師と連携し，より充実した実

習体制の構築を図りたい。 
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報告

コロナ禍における教育開発センターによる の取り組み
― 年 月から 年 月まで―

清水栄子・原田章

追手門学院大学教育開発センター

要約：新型コロナウィルス感染症（COVID-19）拡大により，大学等においてオンライン授業が導入され，

オンラインに不慣れな教員への支援が行われている。国立大学や大規模私立大学の大学教育センター所

属教員による研修や情報提供，また ICT を得意とする教員による支援などである。本稿では，中規模大

学の教育開発センターを事例として取り上げ，コロナ禍の教員支援を振り返り整理した。主な支援に情

報提供や個別対応，動画教材提供がある。利用者数や資料の閲覧状況からある程度の成果が認められ，

その要因として出向く形式の FD，他部署・関係者との連携などが挙げられる。また限定された対応数，

必要とする資料が全て提供できていないなどの課題も明らかとなった。

（キーワード：ファカルティ・ディベロップメント， ，オンライン授業，大学教育センタ

ー，教育支援）

Faculty Development in the Center for Educational Development during the COVID-19 
Pandemic 

—From April, 2020 to September, 2021— 

Eiko SHIMIZU Akira HARADA 
Center for Educational Development, Otemon Gakuin University 

Abstract: Due to the global spread of the COVID-19 pandemic, almost all universities have introduced online 
education. We need support for faculty members who are not familiar with online education. There has been 
some provision of training and information mainly by faculty members belonging to university education centers 
of national universities and large private universities, as well as support by faculty members who are proficient 
at ICT. In this paper, we examine the Center for Educational Development of a medium-sized university as a 
case study and review faculty development during the COVID-19 pandemic. Three activities have been 
identified: sharing information concerning the online education, individual responses to the needs and issues of 
faculty members, and the provision of video materials. The number of users and their access to the materials 
showed some success. As we have conducted personal consultation FD on each campus and collaborated 
with other office, these efforts have led to increasing the number of users and online access to the video 
materials. The limited number of responses and the inability to provide all required materials were identified as 
issues. 
(Keywords: Faculty Development, COVID-19 pandemic, Online Education, University Educational Center, 
Educational Support) 

はじめに

世界的な新型コロナウィルス感染症（COVID-19）
拡大の影響により，大学等においてオンライン授

業の導入が進んだ。この経験は，高等教育のあり

方を問い直す契機となっている。学びを止めない

よう，教職員・学生は共に試行錯誤でオンライン

授業・学習に取り組んできた。その結果オンライ

ン授業によるメリットも認められたことから， コ
ロナ禍収束後にオンライン授業をどのように活用

すべきかが検討されている。予測困難な時代を迎

える中で，自ら主体的に考え，責任ある行動をと

ることができる個人を育むことが高等教育の果た

すべき役割として，より一層重要になっている 1)。

教育の質という面から，今後ますます教員に対す

る能力開発支援は重要になると考えられる。

2020 年 4 月時点で，日本において 88.7%の大学

が授業の開始時期を延期し，例年通りの日程で授

業を開始した大学（10.2%）は遠隔授業を実施した
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